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１．医療提供計画 

⑴ 

診
療
科
目 

 
16診療科  
 
内科 
消化器内科 
循環器内科 
外科 
脳神経外科 
整形外科 
形成外科 
小児科 
腎臓泌尿器科 
産婦人科 
リハビリテーション科 
放射線科 
救急科 
麻酔科 
血管外科 
皮膚科 
 
診察日・診察時間 
・診察日 
  月曜日～土曜日 

（祝日、年末年始(12/31～1/3)を除く） 
・診察時間 
  午前  9：00～12：00 
  夕方   17：00～19：00(土曜日除く) 
・受付時間 

午前    8：00～12：00 
夕方   16：30～19：00(土曜日除く) 

 
・既存の診療科の医療内容の充実を目指し、常勤医師を確保し、専門外来の充実を図りま
す。 
・院内の診療科間の連携及びより高次、専門性の高い医療機関との連携を進めます。 
 
 

⑵ 
病
床
数 

 
（令和 5年 3月 31日） 
実稼働可能病床数  210 床 
 
小児科      5床 
産婦人科  19床 
内科系     87床 
外科系     91床 
HCU        8床 

  
病棟編成 
5病棟、7対 1看護基準（一般） 
  4 対 1 看護基準（ HCU） 

 

・救急患者の積極的な受け入れをはじめ、病床利用率の向上に向け、入院医療に対応できる
常勤医師の確保、地域医療機関との連携強化による紹介患者の受け入れに取り組みます。 
なお、新型コロナウイルス感染症患者及び疑似症患者の入院受け入れのための感染症病

床として、感染症患者用病床 26床、疑似症患者用病床 1床を引き続き確保します。 
 
・小児科の常勤医師の増員により、小児科の救急医療や入院医療の体制を充実させ、引き続
き、奈良県と情報交換をしながら、北和小児科二次輪番体制の充実を図ります。 
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⑶ 

人
員
体
制 

 

（令和 5年 3月 31日） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○医療従事者の確保の方法について 
（医師の確保） 
特に常勤医師が不足している放射線科、整形外科等を中心に、常勤医師の確保、増員を

図り、入院医療を充実させます。 
医師事務作業補助者を増員し､医師の業務負担の軽減を図るなど､医師の働き方改革の取

組として、引き続き、勤務環境の改善を行います。 
 
 
（看護師、医療スタッフ等の確保） 
・引き続き、学生実習の積極的な受け入れ、院内保育所の運営、再就職支援のための研
修、多様な勤務形態の導入等を行います。 
・研修制度の充実や病院が必要と判断した資格取得のための支援など、専門的な知識と技
術を持った人材の確保・育成に継続して取り組みます。 
・7対 1の看護基準により、さらなる看護ケアの充実を図ります。 
・薬剤師の増員により、引き続き、病棟薬剤業務の充実を図ります。 
 

 
 

 

常勤

内科 3名

消化器内科 1名

循環器内科 2名

外科 3名

脳神経外科 1名

整形外科 1名

形成外科 1名

小児科 4名

腎臓泌尿器科 2名

産婦人科 4名

リハビリテーション科 0名

放射線科 1名

救急科 1名

麻酔科 2名

血管外科 0名

皮膚科 1名

計 27名

外来部門 45名

入院部門 116名

内）准看護師 2名

内）助産師 20名

内）保健師 0名

計 161名

薬剤師 15名

理学療法士 13名

作業療法士 2名

言語聴覚士 3名

放射線技師 8名

検査技師 12名

栄養士 3名

看護助手 18名

臨床工学技士 7名

事務職員他 55名

計 136名

324名合計

医
師

看
護
師

そ
の
他
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⑷ 

患
者
数 

 
1日平均患者数 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○入院・外来患者数の増加に向けた取組 
 入院医療に対応できる常勤医師の確保、救急を含む外来診療体制の維持のための非常勤
医師の確保、地域医療機関との病病・病診連携の推進及び救急患者の確実な受け入れのほ
か、積極的に広報活動や医療講演会を実施することにより、入院・外来患者数の増加を目
指します。 
新型コロナウイルス感染症対策として、発熱外来や疑似症患者及び陽性患者の入院受入

体制を継続し、市民へのワクチン接種を実施します。 
 
 
 
 
（市民への周知の取組） 
・院内の広報委員会による広報活動の強化 
・ホームページ、LINE公式アカウント、病院だより等による広報活動の推進 
・医療講演会（自治会等各種団体への出張講座含む）の推進 
 
 
 
 
（地域の医療機関への周知の取組） 
・地域医療連携室による地域の医療機関への積極的な情報提供を推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4月 118.0人 233.0人
5月 118.0人 213.0人
6月 119.0人 225.0人
7月 125.0人 248.0人
8月 125.0人 258.0人
9月 130.0人 248.0人
10月 130.0人 258.0人
11月 128.0人 248.0人
12月 135.0人 278.0人
1月 130.0人 254.0人
2月 128.0人 253.0人
3月 138.0人 253.0人

年間平均 127.0人 247.5人

入院 外来
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⑸ 

質
の
高
い
医
療
の
提
供 

 
安全で質の高い医療サービスの提供を目指し、最新の設備を配置し、豊富なキャリアを

積んだ医師や看護師、コメディカルスタッフがチーム医療で、患者にとってベストな治療・
ケアを行います。 
DPC 対象病院として、診療の標準化、透明化及び診療の質の向上を図ります。また、医療

体制をさらに高度なものとするため、第三者に評価してもらう病院機能評価を受けるため
の準備を進めます。 
引き続き、高齢者の医療需要にも対応するため、腹腔鏡下手術、胸腔鏡下手術やダ・ヴィ

ンチ手術等患者の身体への負担が少ない低侵襲手術に取り組みます。  
患者アンケートやご意見箱の内容を反映した心温まる医療サービスの提供を目指しま

す。 
 
 
○医療サービスについて 
・手術件数（全体） 1,150件 

外科       380件 
形成外科     500件 
腎臓泌尿器科   120件 
産婦人科     120件 
血管外科      30件 

 
 
・分娩件数           160件 
 
 
・オンライン母親学級を継続して開催します。 
 
 
・産科交流会 
 母子同士の交流、育児情報の提供等、産後のサポートを行います。 
 
 
・市の産後ケア事業への参加を継続し、産後の授乳指導・育児相談や母子のケア等を行い、
母親の育児等を支援します。 
 
 
・産婦人科と小児科が連携することで、新生児、乳幼児に係る母子医療体制を整備・充実し
ます。 
 
 
・医療機器等の整備 
 必要性、採算性などを検討の上、医療機器の整備を行います。 
 
 
（導入予定機器） 
・上部消化管スコープ、下部消化管スコープの更新 
・産婦人科内診台の増設 
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主要疾病（4疾病）に係る医療体制    
                                                                                                                                                        
がん 
地域がん診療連携拠点病院（近畿大学奈良病院・奈良県総合医療センター）と連携のもと

精密検査や病理診断、手術療法、化学療法によるがん治療体制の充実を図ります。 
 
 
脳卒中 
近畿大学奈良病院、奈良県総合医療センター等との連携のもと、発病後、できる限り早期

に検査・診断・治療できる体制の充実を図ります。                                                
 
 
急性心筋梗塞 
奈良県総合医療センターと連携のもと、緊急の心臓カテーテル検査・PCI が 24 時間 365

日可能な体制の充実を図ります。 
 
 
糖尿病 
かかりつけ医との連携のもと、糖尿病低血糖症等急性増悪時の治療、慢性合併症の治療

の充実を図ります。 
 
                                                                   
○患者満足度の向上について 
・入院・外来患者アンケート調査の実施 
 グループ全体（年 1回 10月～11 月） 
 
 
・1階において、待ち時間が短縮できるように、引き続き案内係を配置し、窓口業務が円滑
に行えるよう努めます。 
 
 
・ご意見箱の内容に対応 
アンケート調査結果やご意見箱の意見について、ホームページ等で公表し、市立病院管

理運営協議会へ報告します。 
 
・院内スタッフ対象の接遇研修の実施 
新人職員を対象とした接遇研修をはじめ、院内スタッフ対象の接遇研修を充実します。 

 
 
・院内における接遇委員会を定期的に開催し、接遇の向上を図ります。 
 
 
・事務・コメディカル・救急救命士を対象とした他部署研修の実施 
 
 

⑸ 

質
の
高
い
医
療
の
提
供 
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⑸ 

質
の
高
い
医
療
の
提
供 

 
（医療安全管理体制について） 
市民・患者に信頼される安全で安心できる病院を目指して、医療安全管理委員会を中心

に、インシデント・アクシデントに関する事例の分析、改善方法の院内共有、医療安全研
修の実施により、事故防止の要点や対策について職員に周知徹底することで、医療事故の
防止と医療安全対策の強化に努めます。また、医療安全に関する情報公開の方法等につい
ては、病院年報において、インシデント・アクシデントの包括的公表を行います。 
 
 
・医療安全管理委員会（毎月 1回開催） 
・医療安全カンファレンス（毎週 1回開催） 
・医療安全勉強会（年 2回開催） 
 
 
（医療事故に対する対応について） 
医療事故発生時は、引き続き、次の点について徹底し、院内の総力を挙げて迅速・的確

に対応します。 
・患者の安全確保と救命処置を最優先します。 
・病院内における事故等の報告を速やかに行います。 
・患者・家族への事実の説明を誠実かつ速やかに行います。 
・重大な医療事故の場合は、保健所等関係機関へ速やかに報告・届出を行います。 
・事故の再発防止策を早期に検討し、職員に周知徹底します。 
 
（院内感染対策について） 
院内の全ての人を院内感染から守るため、継続的に院内感染防止活動に取り組み、感染症

のまん延期には、N95マスクの着用を徹底します。 
 

 
・院内感染対策委員会（毎月 1回開催） 
・ICT ラウンド（毎週 1回開催） 
・感染勉強会（年 2回開催） 
・ICT 合同カンファレンス（年 4回） 
 

 
 
・感染対策用として、マスク・消毒液等計画的に備蓄を行います。 

 
 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備えて、引き続き、奈良県をはじめとする関係機
関と情報交換しながら、PCR検査体制、新型コロナウイルス感染症患者の入院受入体制及び
ワクチン接種体制など、新型コロナウイルス感染症の状況に臨機応変に対応します。 
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⑹ 

地
域
完
結
型
の
医
療
体
制
構
築
へ
の
寄
与 

 
地域の医療機関との病診・病病連携を積極的に推進するとともに、介護・福祉施設との密

接な連携を図ることで、地域医療の充実に貢献します。 
 
 
 
○在宅支援機能の充実について 
  増加する在宅患者やそのかかりつけ医をサポートする後方支援病院としての役割を果た
すため、医療連携登録医や協力医療機関連携施設等との連携を強化し、在宅患者の入院加
療用病床の確保など、在宅患者等の増悪時の積極的な受け入れを行います。  
 入退院支援チームの推進、生駒市の入退院調整マニュアルの積極的な活用により、市内
等の医療機関や介護事業者等との連絡調整と情報共有による円滑な入退院の推進を図りま
す。 
 地域医療連携室において、引き続き、紹介元の開業医が、紹介患者の電子カルテを閲覧
できるスペースを設け、病診連携を推進します。 
 
 
 
○地域医療機関への医療教育プログラムの提供について  
 地域医療従事者の資質向上を目的とした各種症例検討会､講習会を実施します。また、
医療教育プログラムへの地域医療従事者の参加を促進します。 
 
・医療教育プログラム 
 新生児蘇生法講習会（NCPR） 
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⑹ 

地
域
完
結
型
の
医
療
体
制
構
築
へ
の
寄
与 

 
○周辺の他の医療機関との連携について 
医師会への外来予定表、当直予定表等の情報提供を積極的に行い、医師会への入会を目

指します。また、地域の診療所との地域医療連携の推進のため、引き続き、MRI、CT、内
視鏡及びエコーの共同利用を推進します。 

 
 
市が開催する市内等病院との意見交換会、奈良県が開催する新型コロナウイルス感染症

に関する連絡会に参加し､「顔の見える関係性｣を深めるとともに、会議の場において、積
極的に情報提供をします。 

 
  
・共同利用件数（年間） 

MRI    220 件 
   CT   120 件 
   内視鏡     25 件  

 エコー    20 件  
 
 
 
医療連携登録医及び協力医療機関連携施設の登録数の増大を目指し、積極的に PRしま

す。 
 

 （令和 5年 3月 31日） 
 ・医療連携登録医     70施設 
 ・協力医療機関連携施設  65施設 
 
 
地域の医療機関との病病・病診連携及び協力体制を重視し、さらなる紹介率及び逆紹介

率の向上を目指し、紹介された患者の状況や診療結果の報告、退院時に紹介元へ戻す旨の
報告・連絡の徹底に加え、紹介を受けた患者以外でも、病院での治療を終え症状が落ち着
いたら、その後の継続した観察を必要に応じて地域の診療所に逆紹介します。 

 
 ・紹介率  35％ 
 ・逆紹介率 20％ 
 
  
○地域医療連携推進のための組織・体制及び方法等について 
地域医療連携室の専任職員（看護師 1名・メディカルソーシャルワーカー3 名・事務職

員 2名）を配置し、紹介・逆紹介及び入退院調整を推進します。 
専任職員が地元医療機関を積極的に訪問することによって、地元医療機関のニーズを把 

握し、診療情報等の提供を行います。 
やまと西和ネットの活用により、同ネット参加医療機関及び介護事業所との患者情報の

共有等連携を強化するとともに、来院患者への同ネット参加を呼び掛けます。                           
市が取り組む在宅医療・介護連携推進事業に参画することにより、地域の医療機関や介

護事業者など関係者間の連携強化を図ります。 
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⑺ 

救
急
医
療
の
充
実 

 
救急患者を「断らない」という姿勢のもと、24時間 365日受入体制を整え、地域住民が

安心できる救急医療体制の充実を目指します。 
奈良県総合医療センター、近畿大学奈良病院等との連携のもと、救急患者の状態に応じ

た適切な救急医療を実施します。 
また、新型コロナウイルス疑似症患者及び陽性患者の救急受入をします。 
 
 

○救急医療体制について 
 
 ・救急受入件数   2,000 件 
 ・救急応需率     95.0 ％ 
 
  

・市が開催する市内等病院との意見交換会､奈良県が開催する新型コロナウイルス感染症
に関する連絡会に参加し、救急医療体制の充実のため病病連携強化を図ります。 
 
 
・市内内科系二次・外科系一次二次輪番体制への参加に向けて、引き続き、関係機関と協
議を行うとともに、救急患者の市内受入率の向上を目指し、市内等輪番病院や休日夜間応
急診療所のバックアップの役割を果たします。 
 
 
・小児科の常勤医師の増員により、奈良県と情報交換をしながら、北和小児科二次輪番体
制の充実を図ります。 
 
 
・北和産婦人科一次救急医療体制への参加については、将来的な奈良県からの参加要請に
対応できるように、産婦人科診療体制を整備します。 
 
 
 
 
○救急に対する人員体制 
救急受入体制として、医師、看護師、検査技師、放射線技師、薬剤師、事務職員の当直

等、患者数に応じて必要な人員体制を引き続き整備します。特に整形外科等の常勤医師の
確保に努め、当直・オンコール体制のさらなる充実を目指します。 
 
 
（夜間救急受入体制） 
・医師      1名の時間外担当医及び 1名の常勤当直医の 2名体制 
         各診療科専門医によるオンコール体制 
・外来看護師   2名の当直 
・放射線技師、検査技師、薬剤師、事務職員 各 1名の当直 

・臨床工学技士  オンコール体制 

 
 
○救急についての診療科毎の対応レベルについて 
休日・夜間の診療対応レベルは、CT、MRI、X線、血液等の諸検査及び緊急入院に対応可

能な体制を継続します。また、CAGによる心臓カテーテル検査及び治療、内視鏡検査及び
手術にも対応可能な体制を充実します。 
 産婦人科のハイリスク分娩については、引き続き、奈良県総合医療センターとの連携体
制で対応します。 
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⑻ 

小
児
医
療
の
充
実 

 
小児の救急対応、入院患者の受け入れ等小児二次医療体制の充実を図ります。 
 
 

○小児医療体制について 
小児科の常勤医師の増員により、奈良県と情報交換をしながら、北和小児科二次輪番体

制の充実を図ります。 
 
 
 
 

⑼ 

災
害
時
医
療
の
確
保 

 
大規模災害時において、傷病者の受け入れや医療救護に対応可能な体制を引き続き整備

します。 
生駒市災害対策本部及び生駒市医師会災害対策本部と緊密な連携協力体制の下、市内 4

病院とともに後方支援病院として災害時医療を担います。 
 

○災害時医療体制の確立について 
災害対策マニュアルに沿って現場スタッフや、状況に応じては地域住民も参加する実地

訓練を行います。 
 
 

・消防訓練 
 （通報訓練・初期消火訓練・避難誘導訓練） 
 

・防災訓練 
 （トリアージ・患者受入訓練・机上訓練） 
 
 
市が開催する市内等病院との意見交換会、奈良県が開催する新型コロナウイルス感染症

に関する連絡会に参加し､病病連携強化を図ります。 
 

⑽ 

予
防
医
療
の
啓
発 

 
さらなる市民の疾病予防と疾病の早期発見・早期治療、重症化の防止を目的として、医

療に関する基礎知識や最新の情報を医療講演会を通して提供します。 
 
 

○疾病予防機能の強化について 
市民の健康づくりや疾病予防を促進するため、院内講演の充実に加え、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大の状況をみながら、自治会等各種団体への出張講座を積極的に実施
します。 
市民の幅広い年代層が健診を受けやすくするよう努めます。 
乳幼児への定期予防接種を実施します。 

 
 
・市民健診 

大腸がん検診       220件 
   胃がん(胃内視鏡)検診    70件 
   乳がん検診        270件 
   子宮頸がん検診      290件 
   肝炎ウイルス検診           25 件 
   特定健診         820件 
   一般健診                 1,500件 
   人間ドック・脳ドック   1,800件 
   その他団体健診等     2,100件 
 
・高齢者定期予防接種 

インフルエンザ      600件 
肺炎球菌                 70件 
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⑾ 

市
民
参
加
に
よ
る
運
営 

  
市立病院の運営状況等について、病院事業推進委員会や市立病院管理運営協議会等を通

して、市民等に情報を提供するとともに、市民等の意見を聴取することで、市民参加によ
る病院運営を推進します。また、市民にとって親しみを感じられる病院を目指し、各種市
民交流行事を開催します。 
 

 
○市民の意見の反映の仕組み 
入院・外来患者アンケート調査の結果、ご意見箱の意見、改善の取組及び対応できない

理由について、ホームページでの公表、病院事業推進委員会や市立病院管理運営協議会へ
の報告等、広く市民等に周知します。 
また、年度事業報告書に係る実施状況調査（中間報告を含む）について市立病院管理運

営協議会等で評価、意見聴取し、年度事業計画に反映します。 
 
・病院事業推進委員会 
・市立病院管理運営協議会 
・入院・外来患者アンケート調査 
・ご意見箱の内容に対する対応 
 
 
○市民交流事業について 
 市立病院を市民に親しみを感じてもらうために、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の状況をみながら、市民交流事業を開催します。 
 
・健康フェスティバル 
・院内コンサート      等     

 
 

⑿ 

環
境
に
配
慮
し
た
運
営 

 
引き続き、市の環境マネジメントシステムのエコオフィスの取組を推進します。 
 

・ミックスペーパー等資源ごみの分別回収を強化します。 
 

・日々の電気・ガス・水道使用料を毎朝のミーティングで幹部職員に周知することで、院
内での省エネルギー化の啓発を図ります。 
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生駒市立病院の施設、設備を計画的かつ効率的に維持管理します。

○ 電気設備

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

自動火災報知設備 ● ●

防火・防排煙設備 ● ●

ガス漏れ火災警報設備 ● ●

総合操作盤 ● ●

火災通報装置 ● ●

誘導灯設備 ● ●

非常用放送設備 ● ●

消防機器点検 ●

消防総合点検 ●

① 太陽光モジュール部保守

②

③ ナースコール保守

④ ＵＰＳ装置保守

⑤ ＩＴＶ設備・講堂ＡＶ設備点検

○ 衛生設備

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① 水槽清掃及び水質検査 ●

② 消防設備保守点検 ● ●

③ 医療ガス設備保守点検 ●

① 衛生・消火　各種ポンプ点検 ● ●

② 厨房用自動消火装置点検 ● ●

③ 給湯・蒸気ボイラーメンテナンス

④ 密閉式膨張タンク封入圧調整作業

⑤ 排水処理設備定期点検 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○ 空調設備

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

① 一般フィルター清掃 ●

② 空調設備機器年間点検

③ 特殊フィルター交換

④ ガスコージェネレーションメンテナンス ●

保
守
点
検

日常の保守端末での運転状況の把握及び目視等に
よる管理及び当院からの要請の都度、故障修理及
び点検・清掃・調整等の作業を行います。

法
定
点
検

保
守
点
検

日常の保守端末での運転状況の把握及び目視等に
よる管理及び当院からの要請の都度、故障修理及
び点検・清掃・調整等の作業を行います。

区
分

業務内容
実施予定月

保
守
点
検

日常の保守端末での運転状況の把握及び目視等に
よる管理及び当院からの要請の都度、故障修理及
び点検・清掃・調整等の作業を行います。

直流電源盤点検

区
分

業務内容
実施予定月

２．施設管理計画

区
分

業務内容
実施予定月

法
定
点
検

① ＣＳ点検

②
非常用発電設備
消防機器・総合点検
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令和4年4月1日

生駒市立病院　指定管理者　医療法人　徳洲会

消化器内科

循環器内科

診療部 外科

内科

 　　　　　　 ３．組織図

リハビリテーション科

放射線科

救急科

脳神経外科

整形外科

形成外科

小児科

腎臓泌尿器科

産婦人科

麻酔科

皮膚科

院長

４階西病棟医療安全管理部

血管外科
副院長

副院長

看護部 ４階東病棟医療安全管理幹部会議

医療機器安全管理 ５階西病棟

医薬品安全管理 ５階東病棟

院内感染防止対策室 HCU

透析室

外部委託業務  

総務課 設備管理業務
ＳＰＤ管理業務
院内清掃業務
防災センター業務
警備業務
廃棄物処理業務
検体検査業務(一部)
放射線被爆量検査測定業務
給食業務
洗濯業務
売店等物品販売業務
院内保育業務

医事課

副診療部

リハビリテーション科

放射線科

薬剤部

検査科

情報ｼｽﾃﾑ管理室

診療情報管理室

臨床工学科

栄養科

医師事務補助室

I C T

褥瘡対策チーム

各種委員会

副院長

事務部 地域医療連携室

健診センター

手術/中材

外来/ER
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（単位：千円）

令和４年９月末 令和５年３月末

１日平均入院患者数 122.5 127.0

１人１日当り診療額（入院）（円） 62,768 63,022

１日平均外来患者数 237.5 247.5

１人１日当り診療額（外来）（円） 14,207 14,099

入 院 収 入 計 1,407,130 2,922,038

外 来 収 入 計 617,554 1,273,538

( 診 療 収 入 合 計 ) 2,024,684 4,195,576

室 料 差 額 収 入 21,400 44,400

文 書 料 収 入 6,000 12,000

そ の 他 収 入 10,267 21,994

保 険 等 調 整 増 減 △ 25,500 △ 52,700

2,036,851 4,221,270

医 薬 品 費 268,521 556,403

医 療 消 耗 品 費 127,674 263,553

給 食 材 料 費 16,214 33,596

そ の 他 113,489 236,158

525,898 1,089,710

0 0

12,160 25,197

15,600 31,200

0 0

医 師 給 与 196,992 393,984

そ の 他 1,089,889 2,180,522

1,286,881 2,574,506

水 道 光 熱 費 35,900 69,900

保 守 衛 生 費 2,011 4,167

そ の 他 164,766 339,226

202,677 413,293

2,043,216 4,133,906

△ 6,365 87,364

土 地 ・ 建 物 用 賃 借 料 120,936 241,872

減 価 償 却 引 当 金 4,200 8,400

125,136 250,272

受 取 利 息 0 0

そ の 他 収 益 10,000 20,000

10,000 20,000

支 払 利 息 0 0

そ の 他 費 用 0 0

0 0

△ 121,501 △ 142,908

人 件 費 計

４．収支計画

医 業 収 入 合 計

医 業 原 価 計

医 療 機 器 リ ー ス 料

医 療 機 器 レ ン タ ル 料

医 療 機 器 減 価 償 却 費

リ ー ス 資 産 減 価 償 却 費

経 常 利 益

経 費 計

医 業 費 用 合 計

医 業 利 益

そ の 他 費 用 計

医 業 外 収 益 合 計

医 業 外 費 用 合 計


